
県内の先進市町村と県の意見交換会
（MICCSリーダー研修会）の取り組み

平成２９年 ５月 １５日

宮崎県 長寿介護課

医療・介護連携推進室

主幹（地域包括ケア推進担当） 甲斐慎一郎

第4回 全国在宅医療・介護連携研修フォーラム
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手段的サポート 情報的サポート 評価的サポート 情緒的サポート

地区医師会と市町
村の協力関係

市町村の庁内の連
携体制

（他地域支援事業と
の一体的推進）

在宅医療・介護連
携に関する現状分
析・課題抽出

各取組み
（ウ）～（ク）

その他

宮崎県の場合

市町村ヒア
H27 全市町村訪問
H28 ブロック別訪問
H29 地区担当制

地区協議会設置・運営支援

市町村職員・医師会職員 合同研修会

包括ケア市町村職員研修会 12回
（ﾃｰﾏによって包括、多職種が参加）

MICCSﾘｰﾀﾞｰ研修会
（先進市町村のみ）

入退院ﾙｰﾙづくり（H27-29で県内全域）

在宅医療・介護連携セミナー
（県医師会、郡市医師会）

宮崎大学医学部
多職種連携教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ICT導入支援

先進地視察
（和光市、大分県）



宮崎県による市町村支援（まとめ）
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事 項 内 容

ヒアリング（意見交換会） H27…県内全市町村訪問、課題をヒアリング
H28…県内８ブロック（保健所単位）でのヒアリング、意見交換会
H29…地区担当制導入（試験的）。

こまめな個別訪問による事業展開のアドバイス支援を予定

市町村向け研修会

※テーマによって包括支
援センター、多職種参加

H27…７回開催。講義・GW形式で、県・市町村で学び合う。
H28…12回開催。県内外の先進地等の外部講師による講義・演習
H29…外部機関との共同・連携による研修（回数は縮小予定）

モデル事業 ・介護予防（国モデル事業）
H26 都城市 小林市 えびの市
H27 延岡市、西都市、新富町、木城町、川南町
H28 日向市、門川町、三股町、高原町
・地域ケア会議（和光市支援を受けた県独自のモデル事業）
H28 都城市、日向市、新富町、門川町、五ヶ瀬町
・入退院調整ルール（保健所連携による圏域ごと）
H27（国モデル事業） 日南串間
H28（県モデル事業） 日向入郷、都城三股

トップセミナー ・知事及び市町村長向け（H28.4） ※講師：和光市東内部長

先進地視察 ・地域ケア会議（和光市１回、大分県３回）
市町村、地域包括支援センター、多職種同行
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宮崎県版 地域包括ケアシステム

Integrated Community Care System

Miyazaki 

＝MＩＣＣＳ
MICCS MICCS・ミックス

・ごちゃまぜ

H28.5 宮崎キュアケアネットワーク研修会資料より



学び合いの場
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地域包括ケアシステムを構築するにあたっての

県としての基本姿勢

モデル事例づくり

「壁」を越える

フラットなネットワーク

MICCS
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フラット・ネットワーク

ピラミッド型（イメージ） フラット・ネットワーク（イメージ）

ピラミッド型の縦の連携ではなく、 「組織」「分野」「専門」を越えて、フラットな関係性によ
る横断的なネットワークを構築していく

MICCS

国

県

市町村

国

住民県

事業者

市町村
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モデル事例づくり

２６市町村のうち、特に情熱・意欲にあふれる市町村や団体の取組を短期集中的に徹底
支援することにより、「医療」「介護」「地域」における先進モデル事例を創出する

MICCS

ゼ
ロ
予
算
！

実
費
の
み
！

１．厚労省のモデル事業への積極的な参加
・都道府県医療介護連携調整実証事業 （退院調整ルールづくり）

H２７年度 南那珂医療圏（日南市、串間市）

・地域づくりによる介護予防推進支援事業 （自立型介護予防教室）
H２６年度 ３市町村（都城市、小林市、えびの市）
H２７年度 ５市町村（延岡市、西都市、新富町、川南町、木城町）
H２８年度 ４市町村（日向市、三股町、高原町、門川町）

２．県独自のモデル事業の検討
・退院調整ルール策定・運用事業
Ｈ２８年度 ４地域（日向東臼杵、都城北諸、宮崎・東諸、西都・児湯）

・自立支援型・地域ケア会議実証事業
Ｈ２８年度 ５市町村（都城市、日向市、新富町、門川町、五ヶ瀬町）



8

「壁」を越える

１．制度上の「壁」
（例）公営住宅の空き部屋を活用した通所サービス
→ 関係省庁との調整 （県担当課→国土交通省）

２．組織上の「壁」
（例）分野の異なる組織同士の「協働」
→ 医療・介護連携 ＋ 教育（人材育成）

法律・条例・要綱といった制度上の「壁」（課題）や、組織上の「壁」（課題）を乗り越えて
問題を解決するため、必要となる関係者との調整を行う

MICCS

※現時点では不可

→ 多職種連携＋ 多職種間連携（ＩＰＥ）教育

→ 西臼杵地区在宅医療研修会（県 医療・介護連携推進室が支援）
＋宮崎大学「地域医療・総合診療医学講座」によるＩＰＥ教育（県 医療薬務課が支援）

挑
戦

共
感
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学び合いの場
「医療」「介護」「地域」のそれぞれのキーマンが、お互いの専門性を「学び合う」場を提供
すること等により、「地域包括ケア」の推進力を高めていく

MICCS

OJT

・各事業所による研修

・各職能団体による研修

Off-JT

・市町村、包括職員向け研修

・在宅医療・介護連携研修

・出前講座・地域ケア会議 県



１．市町村・包括支援センター職員等向け研修会
・毎月１回開催（医療・介護連携、地域ケア会議、認知症対策 等テーマごとに実施）
・キャラバンメイト養成講座（年１回）、サポーターステップアップ講座（年１回）
・市町村長向けトップセミナーの開催（4/27）
・先進地調査の実施 （第２回杵築・国東 5/18-19、第３回国東8/25、第４回和光 12/21-22）
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県によるOff-JT

２．県専門職団体への研修委託
・県医師会 ：在宅医療・介護連携研修、認知症サポート医ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修 等
・県歯科医師会 ：認知症かかりつけ医研修
・県理学療法士会 ：リハ職（PT、OT、ST）による介護予防機能強化研修
・県栄養士会 ：在宅高齢者に対する栄養管理チーム研修
・県介護福祉士会 ：認知症介護者研修（管理者、リーダー、実践者 等）

３．県庁出前講座
・地域包括ケア ：各専門職団体の研修会、任意団体の研修会 等
・認知症 ：サポーター養成講座 等

MICCS

※H28年度実績

延べ １５０００人参加



１）つくる人

２）動かす人(主)

「人づくり」

→プロデューサー

→ディレクター

３）参加する人 →オーディエンス

２）動かす人(従)→キャスト

11



人づくりのＰＤＣＡ

Ｐ プロデューサー：全体を統括し、仕組みをつくる人

Ｄ ディレクター：個々の現場を統括し、仕組みを動かす人

Ｃ キャスト：ディレクターの指示のもと、仕組みを動かす人

Ａ オーディエンス：仕組みに参加する人
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ＰＤＣＡのループ

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ
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「情熱」の伝播（研修）

「役割」の獲得（仕組化）



プロデューサーネットワーク（例：医療介護連携）
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国 県 市町村

研究機関・大学 事業所・団体 地域住民

甲斐
山下

厚生局
山内

牛谷
医師

都城
岩崎

瀬ﾉ口
医師

池田
さん

老健局
塩崎

宮大
吉村

九保大
小川

保健所
塩田

在宅看取り研修会在宅医療研修会

九州ブロック都道
府県職員研修会 H28-29

入退院調整ﾙｰﾙ

多職種連携教育
プログラムづくり

東大
松本

在宅医療介護連
携研修会



地域包括ケアにおける「５つのフェーズ」
（甲斐私案）
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●フェーズ１）
モヤモヤした「地域包括ケア」の考え方を整理し、テーマごとにやるべきことを明確化する

●フェーズ２）
特定のテーマ・特定の地域（市町村）で、モデル的に具体的な取り組みを行い、目に見える
「成果」を出す

●フェーズ３）
「成果」がはっきりしてくる過程で、その手法を「仕組み化」していく

●フェーズ４）
仕組み化されたものを横展開し、県内全域に広めていく

●フェーズ５）
高齢者対策として作り上げた「包括ケア」の仕組みを、生活困窮・障がい者・母子などの
支援にも応用していく（地域共生社会）

イマココ！

入退院調整ルール
介護予防はココ！

output

outcome



MICCSリーダー研修会について
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●合宿がしたい

●濃厚な議論をしたい

●通称ウニ会議

●７～８人くらいが上限（最終的には10人）

●県の担当が一方的に人選



MICCSリーダー研修会のタイムスケジュール
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10:00 オリエン　　＊自己紹介など 13:15 議論テーマ３「地域ケア会議」

10:15 MICCSプロジェクトについて 13:30 　事例：都城市、日向市、新富町

10:30 　県医療・介護連携推進室 13:45

10:45 議論テーマ１「医療介護連携」 14:00 議論テーマ４「生活支援」

11:00 　事例：日南市（ICT)、日向市（退院調整） 14:15 　事例：延岡市

11:15 14:30

11:30 議論テーマ２「介護予防」 14:45 議論テーマ５「認知症対策」

11:45 　事例：都城市、門川町、高原町 15:00 　事例：門川町、高鍋町

12:00 15:15

12:15 15:30 議論テーマ６「共生社会（庁内連携）」

12:30 15:45 　事例：西米良村

12:45 16:00

13:00 16:15 議論テーマ７「人材育成」

16:30

16:45

17:00

午前 午後

ランチタイム



※人口1200人の村役場職員が行った棚卸し作業
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○ 人事（職員研修） □ 消防詰所 ★ 基盤整備・ライフライン □ 健康増進広場 ○ 農林座談会 □ ジビエ施設 ★ 村議会定例会

○ 法制執務（条例等） □ 松之本集会所 ○ 村道・林道維持管理 □ 小川トンネル開通 ○ 有害獣駆除 □ 森林館 ○ 現金出納検査（毎月）

○ 財政全般（予算・決算・交付税等） □ 公用車（積載車） ○ 水道メーター検針 □ 村道・林道・橋梁 ○ 有害獣駆除 □ 百菜屋 ○ 定期監査

○ 定例区長会（毎月） □ 防災ヘリ・ドクターヘリ ○ □ 上下水道 ○ 作業道維持管理 □ 畜産センター ○ 決算審査

○ 消防防災 □ ○ □ ○ □ ゆず団地 ○ 補助団体監査

→防災訓練・操法大会・夏季訓練・出初式 □ ○ 村・議会・県職員・教職員合同会議

→災害危険地調査・防火調査 ◎ 土木事務所 ◎ 森林組合 ◎ ゆず部会

○ 選挙 ◎ 消防団（支援団） ◎ 村道・林道作業員 ◎ 農協 ◎ ほおずき部会 □ 議場 ◎ 村議会議員（各委員会）

○ 広報（月刊カリコボーズ） ◎ 区長会 ◎ ◎ 農林振興局 ◎ しいたけ部会 □ ◎ 監査委員

○ 行政座談会 ◎ ◎ ◎ 普及センター ◎ 和牛部会

○ 公用車管理 ◎ ◎ 農業委員会 ◎ 漁業組合

◎ 猟友会

○

□

○ 交通安全・地域安全 □ 村所驛 ◎ ★ 西米良版総合戦略 □ 西米良温泉（米良の庄）

→街頭指導・法令講習 □ 各地区公民館・集会施設 ★ 四季まつり □ キャンプ場（米良の庄）

→高齢者交通安全グラウンド・ゴルフ □ 村営住宅（空き住宅） ○ 米良三山山開き □ おがわ作小屋（小川）

○ ゴミ収集 □ 防犯灯 ○ 山菜まつり（小川） □ 菊池記念館

○ 村営バス □ ○ ふるさと村民味発送（観光協会） □ ホイホイライン

○ 新庁舎建築 □ 集落センター ○ 菊池公盆祭り（菊池氏奉賛会）

○ 税（申告） □ 公用車（バス・青パト等） ○ やまびこ花火大会（観光協会） ◎ 地区担当班

○ 年金 □ 火葬場 ○ スカイランニングクエスト ◎ 商工会

→年金友の会？ ○ 山まつり ◎ 観光協会

○ 清潔調査 ◎ 人権擁護員 ○ 月の神楽（小川） ◎ 菊池氏奉賛会

○ 客貸混載 ◎ 交通安全協会（警察署） ○ 都市間交流（菊池・遠野） ◎ ふるさと交流の会

○ 食品衛生 ◎ 食品衛生協会 ○ 移住定住促進 ◎ 語り部の会

○ 統計（国勢調査等） ◎ 中山間盛り上げ隊

○ 川床（米良の庄） ◎ 地域おこし協力隊

○ 神楽公演 ◎ いきいき集落

★ 地域包括ケアシステム

★ 介護予防・日常生活支援総合事業（新総合事業） □ 保健センター

○ 生きがいディサービス □ 診療所・歯科診療所・小川出張診療所

○ タクシー・バス券 □ ふたば園 ★ 教育委員会・総合教育会議

○ 見守り事業 □ 天包荘 ○ 村民ミニバレー大会（体育協会） □ 学校施設（調理場） □

○ 金婚式 □ 介護予防拠点施設（米良の庄） ○ メラリンピック □ 児童クラブ専用施設 □

○ 敬老会・敬老年金 □ ○ スポーツフェスタ（体育協会） □ トレーニング施設 □

○ 買い物支援（商工会・ヤマト運輸） □ ○ にしめらイキイキ祭 □ 山村広場

○ 基本・若者健診 □ ○ 小中合同学習発表会 □ 錬心館・管理棟

○ 各種がん検診 ○ ほのぼの学級（毎月） □ あさよむ号・宅配車

○ ミニ人間ドック ◎ 民生委員・児童委員 ○ 村営塾 □ 歴史民俗資料館

○ 眼科検診 ◎ 地域ケア会議 ○ にしめら児童クラブ

○ 健康づくり推進啓発 ◎ 保健医療連携協議会 ○ スマイル！にしめら ◎ 教育委員会（評価委員会）

○ 献血 ◎ 生活支援コーディネータ・協議体 ○ 学校支援地域本部 ◎ 公民館長会（自公連）

○ 予防接種 ◎ 子育てサークル ○ 成人式 ◎ 体育協会・メラスポ・スポーツ推進委員

○ 歯科保健 ◎ 老人クラブ ○ あさよむツアー・フェスタ ◎ 競技団体（バレー・ソフト・剣道・陸上）

○ ふれあい交流事業（社協） ◎ シルバー人材センター ○ 菊池公追悼剣道大会（村・錬心館） ◎ 婦人会

○ 生きがい体力づくり（社協） ◎ 社会福祉協議会 ○ 県スポ少剣道ブロック大会（スポ少） ◎ 青年会
○ 歴史再発見の旅（社協） ◎ 商工会 ○ 県民総合スポーツ祭 ◎ スポーツ少年団（小中剣道）

○ ふれあいリフレッシュ事業（社協） ◎ ヤマト運輸 ○ 県市町村対抗駅伝大会（体育協会） ◎ 村子連（郡子連）

○ 心配ごと相談 ◎ 包括支援センター ○ ヨガ・シェイプ・ボディ（メラスポ） ◎ スポーツ推進委員

○ 米寿祝 ◎ てごり部 ○ 商工会長杯ソフト大会（ソフト協会） ◎ 生涯学習推進会議

○ 訪問看護・小川出張診療 ◎ 介護予防運動サポーター ○ 村長旗ソフト大会（ソフト協会） ◎ 放課後子どもプラン運営委員会

○ 一時預かり（ふたば園） ◎ 認知症サポーター ○ ９人制固いバレー交流大会（メラスポ） ◎ ＰＴＡ（家庭教育学級）

○ 土曜保育（ふたば園） ◎ 健康づくり推進員 ○ 村婦連ミニバレー大会（婦人会） ◎ 学校支援地域コーディネータ

○ ディサービス・介護ヘルパー（天包荘） ◎ ○ 村婦人大会（婦人会） ◎

○ 活き活き教室 ○ やまびこロードレース大会（青年会） ◎

教育総務課

・・・

・・・

・・・

行事・事業・イベント等

関連施設・機材等

各種組織・団体・グループ等

福祉健康課

議会事務局 ・ 会 計 室総 務 課

むら創生課村 民 課

建 設 課 農林振興課

学校跡（小川・越野尾・板谷）



19

認知症対策

医療・介護の連携

介護予防、生活支援

地
域
ケ
ア
会
議

どこから始めても、結局
全部やることになる…



MICCSリーダー参加者の感想
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●モチベーションがあがった

●熱い仲間がいることに心を打たれた

●参考となる取組があった

●地域包括ケアは面白い仕事だと再確認した

●次に取り組むべきことが明確になった



MICCSリーダーに関する今後の展開（考え中）
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●４月に１０名中３名が異動（痛い）

●第０期メンバーは、現場を熟知したブレーン

●第１期はオフィシャルな位置づけを模索

●年２～３回程度の勉強会？ テーマは認知症？

●外部講師を招いて１泊２日の合宿？
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2025年問題勉強会・参加部局一覧

課・室名 担当名 関連する業務 課・室名 担当名 関連する業務

総合政策課 企画 人口問題、生涯活躍のまち（CCRC）、全庁調整 商工政策課 商業振興 商店街との連携（買い物支援）

統計調査課 生活統計 人口統計、生活統計 産業振興課 新事業・連携担当 高齢者支援ビジネス

総合交通課 地域交通 地域交通（交通弱者） 産業集積推進室 産業集積推進 ヘルスケア

中山間・地域政策課
地域総合調整
中山間・特定地域振興

地域づくり、限界集落、生活支援 雇用労働政策課 労政福祉 高齢者の就労、シルバー人材センター

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ推進課 産学官連携推進 宮崎大学、九州保健福祉大学等との連携 観光振興課
観光地づくり
ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ推進

観光地づくり、ﾃﾞｨｽｶﾊﾞｰ宮崎、高齢者スポーツ

生活・協働・男女参画課 協働推進 NPO活動支援 農政企画課 農政計画 農業政策

人事課 人材育成・法令遵守 再任用制度 農業経営支援課 専門技術指導 農福連携、担い手対策

市町村課 行政 市町村行政 都市計画課 計画 コンパクトシティ

危機管理課 防災計画 地域の防災ネットワーク 建築住宅課 住宅企画 高齢者の住まい対策

福祉保健課 保護
地域福祉保健・自殺対策

地域の見守り、福祉人材確保、生活困窮者支援 生涯学習課 生涯学習推進 生涯教育

医療薬務課 医務 地域医療構想 スポーツ振興課 生涯スポーツ 生涯スポーツ、健康教育、１１３０運動

国民健康保険課 国保 医療費適正化計画、後期高齢者医療制度 生活安全企画課 認知症の人の見守り

医療・介護連携推進室 地域包括ケア推進 地域包括ケア（医療介護連携、認知症、介護予防　等） 生活環境課 特商法（訪問販売、通信販売）

障がい福祉課
障がい児支援・管理

地域生活支援
在宅重度心身障害児・者支援 捜査第二課 特殊詐欺（オレオレ詐欺等）

健康増進課 健康づくり・がん対策 健康長寿、ロコモ、生活習慣病、口腔ケア 交通企画課 高齢者の事故防止対策

森林経営課 林業普及指導 後継者の育成・確保 運転免許課 高齢者の免許関係、認知症の人の免許返納

山村・木材振興課 組合・担い手育成 担い手育成

県
警
本
部

総
合
政
策

総
務

福
祉
保
健

環
境
森
林

商
工
観
光
労
働

農
政

県
土

教
育
委


